
【幡多地域ＡＰ.38】
幡多広域におけるスポーツツー
リズムを核とした交流人口拡大
プロジェクト

黒潮町観光基本構想
（観光推進体制）

政策推進会議

【役割】
●政策立案・予算化
●観光基盤整備  等

宿泊事業者

体験事業者

交通事業者

飲食事業者

強力な
連携

◇集落活動センターであいの里蜷川
 活動拠点：旧蜷川小学校（黒潮町蜷川）
 構成集落：４集落 人口：259人（130世帯）高齢化率58.3％〕 
                       ※H31.4.1現在

◇集落活動センターかきせ
 活動拠点：旧馬荷小学校（黒潮町馬荷）
 構成集落：３集落 人口：325人（161世帯）高齢化率48.9％〕 
                       ※H31.4.1現在

◇集落活動センター佐賀北部
 活動拠点：旧拳の川保育所（黒潮町拳の川）
 構成集落：９集落 人口：603人（288世帯）高齢化率49.4％〕 
                       ※H31.4.1現在

◇集落活動センター北郷
 活動拠点：旧北郷小学校（黒潮町加持川）
 構成集落：３集落 人口：121人（66世帯）高齢化率58.6％〕 
                       ※H31.4.1現在

弁当

ＮＰＯ砂浜美術館
ＤＭＯ推進機関

【役割】
●マーケティング
●スポーツツーリズムの推進
●視察・研修・教育旅行の推進
●一般的なプロモーション
●イベントの企画・実施 等

黒潮町観光ネットワーク
一般観光推進・関係機関合意形成機関

【役割】
●一般観光の推進
●インバウンド観光の推進
●観光事業者の合意形成
●観光事業者の人材育成 等

産業団体

政策立案機関

黒潮町スポーツツーリズムと集落活動センターのビジネス化

黒潮町

《集落活動センター》
・住民が主体となり、集落連携により活動する、地域の
 維持・活性化に取り組む仕組みづくり
・県内５３ヶ所、幡多地域１０ヶ所（６市町村）で開所
 →地域の課題やニーズに応じて、様々な活動を実施
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集落活動センター佐賀北部

集落活動センターであいの里蜷川

集落活動センター北郷

集落活動センターかきせ

宿泊交流施設の運営

◇スポーツ合宿参加チームの受入
 →H30：679人泊
◇帰省客等の宿泊

「モーニング」の実施

◇営業日：第１・３日、月曜日
◇見守り活動を兼ねた惣菜の
  移動販売

加工商品の開発

◇地域の特産品（ミョウガ、
 生姜、塩等）を活用した加
 工商品（おかき）の販売

高知大学協働学部との
連携

◇学生の企画・運営による
 ウォーキングイベントの開催
◇センターのキャラクター
 デザイン

体験交流事業の実施

◇田舎寿司づくり体験
◇蜷川そば打ち体験、 文旦
 ケーキづくり体験

宿泊交流施設の運営

◇スポーツ合宿参加チームの受入
 →H30（8月～）：179人泊
◇帰省客等の宿泊

「モーニング」の実施

◇営業日：第３日曜日（試行中）
◇地域の”集いの場”づくり

加工商品の開発

◇地域の特産品を活用した加工
 商品（メンマ）の開発

 地域イベントの開催

◇「地域の秋を楽しむ会」の開催
 ・健康ウォーク
 ・郷土料理や地元野菜の販売
 ・ステージイベント

◇弘法大師にまつわる”冷泉”や
 ”七立栗”を活用した地域おこし

地域資源の活用

若山楮
伝統文化の保存・継承

◇白皮の販売
◇「蒸しはぎ・へぐり」
 「紙すき体験」の実施
◇小学校の卒業証書作り体験
◇夏祭り（盆踊り）の開催、
 昔踊りの継承

小さな屋台村～郷～
の開催

◇開催日：偶数月の第３水曜日
◇あったかふれあいセンターと
 連携した参加者の送迎等

自然体験交流事業の
実施

◇春・秋のウォーキングイベ
 ントの開催

農産物の出荷

◇地域で生産されたバジル、
 ニンニク
 →加工品原料として出荷

集落活動センター
金融機関

物販事業者

◇直販所
 「さが谷三里マーケット」
 ・営業日：毎週木・金曜日
◇特産品開発・販売
 ・鯖ねぇ、柚子味噌、柚子
  果汁等
◇モーニング
 ・毎月第１木曜日
◇弁当受注
 ・スポーツ合宿、イベント等

特産品づくり・販売
◇スポーツ合宿
 →令和元年7月～製造開始
◇町内のイベントや屋台村での
 惣菜販売

弁当受注、惣菜販売
弁当受注、惣菜販売

◇スポーツ合宿
 →H30：2,538個
◇町内イベント等での弁当受注
◇直販所での惣菜販売


